
色々なご感想

ご意見是非お

寄せください。

メールや Fax よ
り投稿ください。

日々の天気も、四季の移ろいを感じにくく、異常

なものが日常になってきており、時の流れを加速さ

せてか、一日があっという間過ぎ去っていきます。

前回ふれました「三つ子の魂」について、科学的

に臨床の場で実践されてきている、同志社大学の小

西行郎先生に来ていただき、5 月と 10 月の 2 回、講
演会を開くことが決定しました。楽しみにしており

ます。 詳しくは、お問い合わせ下さい。

＝遊びと学習＝

良質の木の玩具は、通常の玩具と比べると、値段

が高いというイメージがもたれます。確かに、北欧

製でも日本製でも普通の玩具と比べると高いかもし

れません。こんなに値段が高いものを、すぐに遊ば

なくなるのに、値段だけの価値があるんだろうか？

こんなに買ってあげているのだから、将来きっと

役に立つはずだ。こんなことを思

ったことはありませんか？

現代は、なんらかの成果が問わ

れる時代です。 無駄なことは価

値がないものと捉えられることが

よくあります。 効率だけを考え、無駄をいかに省

くか、それが重要視されているのでしょう。 そう

いう価値観が子育てにも向けられてはいないでしょ

うか。 ネットなどで、○○がいいといわれれば試

し、この動画を見せれば泣き止むとか。子どもが泣

いている意味を理解するのが、子育てのはずが、泣

き止ますことを目的に子育てがされてしまう。 言

い換えると、親の望む結果を求め、その結果が得ら

れるような子育てをする。

これが、学習になれば、なおさらです。勉強をし

て、できなかったら、勉強したことを無駄だと思う

子ども達がたくさんいます。実は親御さんも。灰谷

健次郎さんは、そのことについて、「考えないで 100
点を取る子どもより、考えて、考えて、その結果０

点だったとしても、その子どもの方が賢くなってい

る」と言われています。 受験の時などは、特に感

じます。普段から、深く勉強する姿勢を持つことの

大切さを。

ところで、知育玩具というものがありますが、そ

れらは知能全般の発達の助けになるものであって、

学校の成績が上がることを目的にしたものではあり

ません。 ある人は、学習脳を氷山にたとえ、「大き

な氷山の海面に出たほんの一部分にすぎない」と表

現されています。 学習脳を支えるために全般的な

脳の働きが必要です。 そうした働きが、遊びの中

で、人とのコミュニケーション力や想像力・空間的

認識力・数量関係の認識力・運動能力などをバラン

スよく発達させます。そして、何よりも、逞しい心

を。 それは、子ども自身の失敗の繰り返しから得

られるものです。 遊びを通して、できないことが

徐々にできるようになる。できなくても諦めない。

そうした日々の積み重ねの中で、徐々に身につい

ていくものです。 絵本の読み聞かせもそうです。

幼稚園まではよくされるのですが、学校へ上がる

とやめてしまうという人が多くいます。 私が読み

聞かせを勧めたあるお母さんは、「毎晩毎晩読み聞か

せをしているのに、いっこうに国語の成績が上がら

ない」とに言われたことがあります。 そのお母さ

んは、国語の成績をあげるために読み聞かせをされ

ていたんですね。お母さん自身が義務的に読み聞か

せをしているのであって、決して楽しんでされてい

ないのに、子どもが興味を持つはずはありません。

読み聞かせは、親子の共通体験が得られる大切な体

験です。読んでもらっている間、子どもは、ページ

の隅々に書かれている小さな所まで観察し、心をわ

くわくさせて聞いています。それを、「ねえ、何がか

いてあった。 せっかくお母さんしんどいのに読ん

であげたのに。ちゃんと説明して」もし、こんなや

りとりがあれば、読み聞かせはしない方がましです。

ちなみに、私は、親子の関係を改善するために、小 4
から毎週土曜日だけは、一緒に風呂に入り、読み聞

かせをして、寝ていました。寝た後も、しばらく、

読み続けて。それを 6 年生まで、続けました。おか
げで、そのときの親子関係は大きく改善しました。

成績を上げるために、いい

遊びをさせるわけでは決して

ありません。人と交わり、心

豊かな、逞しい子どもに成長

するために、遊びは子どもに

とって欠かせないものです。遊びの中で、興味、関

心が深まれば、学校の学習も楽しんで、取り組める

ようになるでしょう。学ぶことの楽しさを。考える

楽しさを。それをテストの点や成績表という数字だ

けで、子どもを評価してしまうと、それが良くても

悪くても、高度な学習をすればするほど、その取り

組みの姿勢は、崩れてしまうと思います。

2 × 3=6 や 3+4=7 が言えることがかけ算や足し算の
意味がわかっていることとは違います。2 × 3 はど
のような状況で使われるものか、3+4 は数えなくて
も 7 になることを学習しないといけないのです。い
つになっても学習を遊びと同様楽しいものと思える

といいですね。

３月のSaleは「音の出るおもちゃ」です。
写真は、その一部です。是非この機会をご利用下さい。
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